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神
奈
川
県
自
閉
症
児
・
者
親
の
会
連

合
会
（
佐
藤
辰
男
代
表
）
で
は
、
自
閉

症
の
人
た
ち
や
そ
の
家
族
、
保
護
者
が

必
要
と
す
る
、
県
内
の
福
祉
資
源
情
報

を
ま
と
め
た
「
自
閉
症
の
人
た
ち
の
た

め
の
福
祉
資
源
マ
ッ
プ　

か
な
が
わ
」

in

を
発
行
し
ま
し
た
。

　

冊
子
は
「
親
の
会
」
な
ら
で
は
の
視

点
で
、
子
ど
も
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を

軸
に
お
い
て
編
集
さ
れ
て
お
り
、
我
が

子
の
障
害
に
つ
い
て
の
不
安
や
心
配
を

抱
え
る
両
親
の
助
け
と
な
る
情
報
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

情
報
は
、
乳
幼
児
期
の
通
園
施
設
や

母
子
グ
ル
ー
プ
の
紹
介
な
ど
を
は
じ

め
、
学
童
期
を
迎
え
る
際
の
教
育
相
談

窓
口
や
養
護
学
校
の
一
覧
の
ほ
か
、
障

害
者
職
業
相
談
の
実
施
機
関
や
地
域
就

労
援
助
セ
ン
タ
ー
の
案
内
、
福
祉
施
設

な
ど
、
就
学
期
を
終
え
、
地
域
の
中
で

活
動
す
る
際
に
活
用
で
き
る
リ
ス
ト
も

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
市
町
村
で
実
施
さ
れ
て
い

る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
な
ど
の
在
宅
サ
ー
ビ

ス
の
窓
口
、
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
の
情

報
な
ど
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
子

ど
も
の
年
齢
や
学
齢
な
ど
の
成
長
段
階

に
合
わ
せ
た
、
き
め
細
か
い
内
容
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
巻
末
で
は
、
権
利
擁
護
や
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
援
助
に
つ
い
て
の

仕
組
み
が
わ
か
り
や
す
く
図
説
さ
れ
、

主
な
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
関
連
組
織
の
一
覧

表
も
あ
わ
せ
て
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
自

閉
症
児
・
者
に
限
ら
ず
、
広
く
障
害
児

・
者
や
そ
の
家
族
に
と
っ
て
役
立
つ
情

報
が
満
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

冊
子
は
有
償
で
頒
布
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
ご
希
望
の
方
は
直
接
連
合
会
ま

で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
（
一
冊
三
百

円
。
送
料
別
途
負
担
）。

※
こ
の
冊
子
の
作
製
に
は
、
本
会
「
第

二
種
正
会
員
連
絡
会
」
並
び
に
「
第
三

種
正
会
員
連
絡
会
」
の
「
平
成
十
三
年

度
研
究
成
果
普
及
事
業
」
に
よ
る
助
成

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
企
画
課
）

◆
県
自
閉
症
児
･
者
親
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会
連
合
会　
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県
内
の
身
体
障
害
福
祉
関
係
者
が
集

ま
り
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
関
す
る

情
報
提
供
や
権
利
保
障
、
利
用
者
主
体

の
サ
ー
ビ
ス
提
供
等
を
支
援
す
る
「
神

奈
川
県
身
体
障
害
者
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
従
事
者
協
議
会
」（
以
下
、
協
議
会
）

が
発
足
し
、
五
月
十
四
日
秦
野
市
で
設

立
総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

総
会
に
先
駆
け
て
、
谷
口
明
広
氏

（
自
立
生
活
問
題
研
究
所
所
長
、
厚
生

労
働
省
障
害
者
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体

制
整
備
検
討
委
員
会
身
体
障
害
者
部
会

委
員
）
よ
り
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
演
で
谷
口
氏
は
、「
療
育
等
支
援

事
業
の
見
直
し
や
来
年
度
か
ら
の
支
援

費
支
給
制
度
実
施
に
よ
り
、
障
害
福
祉

の
体
制
が
大
き
く
変
ろ
う
と
し
て
い
る

な
か
で
、
障
害
の
あ
る
方
々
の
生
活
が

良
く
な
る
か
悪
く
な
る
か
は
、
ひ
と
え

に
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
従
事
者
の
手
腕

に
か
か
っ
て
い
る
と
思
う
。
充
実
し
た

毎
日
を
送
れ
る
支
援
計
画
を
立
て
る
た

め
に
、『
幸
せ
に
し
た
い
』
と
本
当
に
願

う
気
持
ち
を
常
に
持
っ
て
支
援
し
て
欲

し
い
」
と
、
協
議
会
の
今
後
の
活
動
に

期
待
感
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
設
立
総
会
で
は
、
発
起
人

で
あ
る
藤
村
和
靜
氏
（
県
障
害
者
ケ
ア

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
整
備
検
討
委
員
会

身
体
障
害
者
部
会
委
員
）
が
、「
支
援
費

支
給
制
度
を
『
権
利
』
と
し
て
有
効
活

用
す
る
に
は
、
利
用
者
の
意
向
を
確
認

し
、
そ
れ
を
示
す
役
割
を
担
う
こ
と

が
、
今
後
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ネ
ン
ト
従
事
者

に
求
め
ら
れ
る
機
能
と
な
っ
て
く
る
と

思
う
。
ま
た
、
具
体
化
さ
れ
ず
潜
在
し

て
い
る
サ
ー
ビ
ス
需
要
の
施
策
化
に
向

け
た
活
動
や
、
幅
広
い
分
野
を
視
野
に

域
の
関
連
組
織
と
連
携
し
な
が
ら
、
幅

広
い
活
動
を
し
て
い
き
た
い
」
と
意
欲

を
示
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
鈴
木
治
郎
会
長
（
県
障
害
者

自
立
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
）

を
中
心
に
、
経
験
と
専
門
性
を
活
か
し

た
組
織
的
な
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
（
企
画
課
）

◆
同
協
議
会（
県
障
害
者
自
立
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）
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入
れ
た

支
援
計

画
を
立

て
て
い

く
こ
と

も
役
割

の
ひ
と

つ
だ
と

考
え
て

お
り
、

会
員
相

互
や
県

県
内
の
役
立
つ
福
祉
資
源
を
掘
り
起
こ
し
情
報
化

－

自
閉
症
児
・
者
親
の
会
が
情
報
マ
ッ
プ
を
発
行－

身
障
者
の
充
実
し
た
生
活
を
実
現
し
支
え
て
い
く
た
め
に

－

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
従
事
者
協
議
会
設
立
さ
れ
る－

施設や主要機関が地図や表でわ
かりやすく記載されています

国の動向などをまじえながら今後のケ
アマネジメントのあり方を語る谷口氏


